
1 
 

読売新聞書面インタビュー 

 

 

まず、訪日の目的についてお聞きしたい。 

 

この度は、大きな関心をもっての訪日となります。大変楽しみにしています。初の

訪日において、東京、京都、長崎の３都市を訪れる予定です。それぞれ、日本の政

治・経済、学術・文化、長い歴史を映し出す場所です。 

 

ドイツにとり重要で非常に多面的な日本との交流を称えたいと思っています。両国

は、友情と、政治・経済・社会における緊密な交流で結ばれています。両国は、自

由な民主主義国として基本的な価値を共有しております。こうした価値は私たちが

世界を眺める視座の土台となっており、私たちを強く結び付けています。ドイツと

日本の友情は、それぞれの地域を結ぶ架け橋でもあります。 

 

私たちは、外交及び国内において似通った課題に直面しています。このことと、両

国の社会がもつ内なる革新力というテーマが、日本における意見交換では重要な位

置を占めることになると思います。私たちは、高齢化社会、デジタル化（訳注：Ｉ

ｏＴ、ＡＩ等の普及）が社会に及ぼす影響、資源問題等への対応、温暖化防止とい

った地球規模の課題等多数のテーマについて、互いに学び合うことができます。時

として困難な地域の問題においても、自国の外交の重要な要素として、かつ信頼性

を担保する基本としてともに国際法順守を掲げています。また両国ともに、グロー

バルなつながりを広くもつ経済国家であることから、時として脅威にさらされかね

ない状況にある国際法に基づく秩序、とりわけ民主主義、法の支配、人権の尊重と

いった原則を今後も維持し、将来に向け強化していくことに強い関心を持っていま

す。 

 

安倍首相は憲法改正に意欲を示しています。自衛隊の役割について、どう考えます

か。 

 

８０年前とは全く異なり、日本とドイツは今日世界から深く信頼される平和国家と

なっています。東アジアにおける安全保障情勢がいかに大きく変化しているかにつ

いては、重々承知しています。こうした動きと、新たな試練に対する日本の見方に

ついて、ぜひ安倍首相とお話ししたいと思っています。また、欧州における最近の

動きや、国際的な紛争や危機の今後の見通しについてもお話しすることになります。 

 

ドイツと日本は、国際情勢の変化を受け、現在、政治的にも社会的にも、外交・安

全保障における自らの役割を再認識する時期の只中ただなかにあります。国際的な

枠組みの一部として国際的な活動をより積極的に行っていくことは自国のためであ

るという認識は、両国において浸透しつつあるのではないかと思います。そうした
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活動が具体的にどのような形をとりうるのか、また、とるべきなのかは、政治と社

会における議論の結果、決まるでしょう。 

 

天皇陛下が生前退位の意向を示唆されたことについて、どう思われますか。 

 

天皇皇后両陛下、または皇太子殿下にお目にかかるのを大変楽しみにしています。

天皇陛下のお考えについて、論評をすることは控えたいと思います。ご理解くださ

い。 

 

ドイツの外交政策についてお考えをお聞かせ下さい。 

 

ドイツが外交上果たす役割をめぐる議論において、私が大統領として特に重視して

いるのは、ドイツがより早期に、より実質的でより明確な貢献を果たすことへの一

般の理解が進むよう後押しをし、ドイツ政府による積極的で、対立・緊張の緩和を

促す仲介的な外交を支援するということです。 

 

ドイツ統一以降、ドイツの立場は国際的な安全と秩序の受益者から保証人へと次第

に変わってきています。これは特にウクライナ問題で明確になりました。ロシアに

よるクリミア半島併合と東部ウクライナ紛争があってから、ドイツはフランスとと

もに事態解決に向け積極的に弛たゆみない努力を続けています。 

 

ドイツが国際社会で果たす指導的役割については。 

 

ドイツでは、ナチス支配とホロコーストという文明の破壊を経験したのち、第２次

世界大戦終戦から数十年かけ、言わば追放された局外者の立場から敬意を払われる

国際社会の一員へと復帰しました。そして経済的な豊かさと安定した民主主義、ま

た堅固な法治体制を実現しています。そこから、世界における平和と自由のため、

より大きな貢献を行うドイツの責任が生まれるのです。 

 

大変多くの友好国が、ドイツに対し、リーダーシップを担うよう激励し、要求して

います。これは決してドイツの政治が希求してきた役割ではありません。しかし先

に述べたような状況からドイツは大変安定した国になり、他方で現在世界では多く

の地域で情勢が不安定化していることから、多くの国々がドイツに期待しているの

です。もっと積極的に貢献し、責任を担ってほしいということです。私もそうすべ

きだと思います。 

 

ただ、私たちが達成した成果は、あくまでもＥＵやＮＡＴＯのパートナーシップに

おける緊密な協力があったからこそ実現したのであり、今後もその結束の強化と、

協力のもとで世界の平和と安全に向けた貢献に努めていきます。もちろん意見の相

違や立場の対立もあるでしょう。しかしこれらをパートナーシップのもとで克服し

ていくことが重要です。 
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欧州では近年、難民問題、英国のＥＵ離脱など様々な問題が起きています。 

 

欧州は、その歴史において幾度も大きな困難に直面しましたが、それを克服するこ

とに成功してきました。確かに現在の状況は特別ですが、私たちが今抱えている一

つひとつの試練は実はそれほど問題ではないのです。 

 

一番の危険は、欧州統合に批判的な、総じて大衆迎合的な政治勢力の台頭です。彼

らは、ＥＵそしてＥＵが標榜する基本的価値の威信を傷つけ攻撃しています。こう

した勢力は、人々の恨みや妬みを煽あおり、ナショナリズム的思想を利用し、今あ

る問題があたかも容易に解決できるような言辞を弄しています。 

 

他方、多くの人々が実際に不満を抱いていますし、ＥＵへの正当な批判やそれに伴

うＥＵの機構・制度への大幅な信頼低下が見られるのも事実です。政治のリーダー

もＥＵ各国の社会も、双方の問題と真剣に向き合わなければなりません。同時に、

ＥＵが何十年にもわたって、平和と安定と豊かさをもたらしてきたという認識を持

ち続けなければなりません。ちなみに、ドイツ国民の大多数同様、英国のＥＵ離脱

はもちろん大変残念に思っていますが、英国離脱は、ＥＵの「終わりの始まり」で

はなく、あくまで、ＥＵとその価値を守り続けていく新たなる努力の始まりとなる

に違いないと確信しています。 

 

欧州では右傾化が進み、ドイツでは、右派政党「ドイツのための選択肢」などが勢

力を拡大しています。 

 

「再国家化」の動きは、世界中で見て取ることができます。グローバル化の速度と

激しさが多くの人々を不安にし、人々は、意識的、無意識的に、国家（ネーション）

の復活によって、状況の制御可能性、予見可能性を取り戻せると期待しているので

す。大衆迎合的なナショナリズム勢力は、こうした不安を利用しており、それが時

としてかなり簡単に奏功しています。 

 

基本的にそもそも、変化というものは、心配や不安を引き起こします。ドイツでは

これが、昨年の難民数の増加や、難民流入に伴う様々な課題の発生により増幅され

ました。人々の心配や不安には、政治の側で真剣に向き合わなくてはなりません。

しかし、抗議の声が見境のない憎悪に変化したり、さらに暴力へとエスカレートす

るようなケースでは、明確にこれを制止していかなければなりません。 

 

大統領として任期中に経験した印象的な出来事を教えてください。 

 

外交の分野では、オランダのベアトリクス女王から、同国の解放記念日式典で演説

を行うよう招きを受けたことに、大変心動かされました。ドイツの大統領として、

はじめてオランダの重要な国民の記念日に同国を訪れ、いかに深い敵対関係を乗り
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越え友好的な共存を実現できたかを実感できたわけです。国内では、市民社会の多

様性と強さとを身をもって強く感じることができたというのが最も重要でした。つ

まり、ドイツではボランティアで熱心に活躍する市民が安定したネットワークを形

成しており、ドイツ社会の持つイメージを温かいものにしています。このネットワ

ークが、実際にいかに強く、社会を安定させる方向で機能しているかということが、

メディアで取り上げられるのは残念ながら大変まれです。 

 

米大統領選の結果について考えをお聞きしたい。 

 

民主主義においては、選挙の結果を決めるのは有権者であり、そこで下った決定を

私たちは尊重しなければなりません。今回の米国の大統領選では、事実や真実がも

はやあまり重視されず、これまでにない激しさで容赦ない個人攻撃が行われ、非常

に戸惑いを覚えました。しかし、米国の民主主義、すなわち、チェックアンドバラ

ンスが働き権力を制御するシステムは極めてしっかりとしており、今回の選挙結果

も乗り越えられると信じています。新大統領は、歴代大統領と同様、とてつもない

責任を担うことになります。米国は、その政治的、経済的、軍事的強さから、今後

も世界をリードする国であり続けるからです。この責任を担うにあたり、トランプ

氏が思慮深さを発揮するよう願っています。 


